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平成20年度　椎葉村行政機構図平成20年度　椎葉村行政機構図平成20年度　椎葉村行政機構図

副村長　椎 葉 次 男

国民健康保険病院
℡６７－２００８

院 長　吉持　厳信（外科）

教育委員会
℡６７－２８５０

教育長　甲斐　眞后

※電話の近くに貼っておくと、
　役場への問い合わせの時に便利です。
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師
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（
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健
師
）

（
栄
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士
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内
科
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形
外
科
）

（５月10日現在）
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葉　

美
幸（
椎
葉
中
学
校
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

椎
葉　

廣
美（
松
尾
中
学
校
）

社
会
教
育
係
長　
　
　
　

右
田　

邦
子　
　
　

 

椎
葉　

智
成　
　

那
須
晋
太
郎

寄
宿
舎 
醇
和
寮

℡
６
７
―
２
０
４
４

寄
宿
舎
係
長　
　
　
　
　

那
須　

伸
二

椎
葉
民
俗
芸
能
博
物
館

℡
６
８
―
７
０
３
３

博
物
館
係
長　
　
　
　
　

黒
木
光
太
郎

甲
斐　

睦
宏　
　

椎
葉　

洋
介

舎
監　

甲
斐　

辰
男

　
　
　

右
田
ち
い
ほ

給
食　

甲
斐　

浩
子　
　

川
口
ル
リ
子

岡
村　

晃
美

補
佐
兼
企
画
情
報
係
長　

椎
葉　

和
博

地
域
振
興
係
長　
　
　
　

右
田　

忠
仁

商
工
観
光
係
長　
　
　
　

那
須　
　

稔

広
報
統
計
係
長　
　
　
　

那
須　

力
男

中
瀬　

育
生

那
須　

裕
樹

黒
木
久
美
子

議
会
事
務
局

（
監
査
）

℡
６
７
―
３
２
０
９

事
務
局
長（
課
長
補
佐
）

　
　
　

山
本　

直
美

書
記
兼
総
務
課
行
政
係

椎
葉　

恵
子

℡
６
７
―
３
２
１
０

会
計
管
理
者（
課
長
補
佐
）

　
　
　

椎
葉　

洋
子

会
計
係

那
須
る
り
子

福
祉
保
健
課

（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

（
介
護
保
険
・
老
人
保
健

　

国
民
健
康
保
険
・

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
）

℡
６
８
―
７
５
１
０

℡
６
８
―
７
５
１
２

℡
６
８
―
７
５
１
３

課
長
兼
保
健
セ
ン
タ
ー

所
長
兼
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
　

下
田　

研
士

主
幹
兼
介
護
保
険
係
長　

椎
葉
喜
美
代

兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

副
所
長

地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
係
長　
　

椎
葉　

邦
子（
保
健
師
）

保
健
予
防
係
長　
　
　
　

山
本　

圭
吾

兼
国
民
健
康
保
険
係
長　
　
　

福
祉
係
長　
　
　
　
　
　

那
須　

暢
明

保
育
士
主
幹　
　
　
　
　

那
須
香
代
子（
上
椎
葉
児
童
館
）

鈴
木　

妙
子

境　
　

裕
香　
　

日
與
川
瑠
美　

黒
木　

美
郷

右
田
ひ
づ
る　
　

黒
木
マ
チ
子

椎
山
今
朝
子　
　

松
岡　

謹
直　

西
村
三
容
子（
上
椎
葉
児
童
館
）

黒
木　

友
梨（
鹿
野
遊
へ
き
地
保
育
所
）

椎
葉　

祥
子（
向
山
児
童
館
）

那
須　

智
美（
向
山
児
童
館
）

濱
砂　

早
苗（
小
崎
児
童
館
）

椎
葉
ユ
カ
リ（
松
尾
児
童
館
）

森
川　

夏
妃（
松
尾
児
童
館
）

山
中
ち
ど
り（
大
河
内
へ
き
地
保
育
所
）

議　

会

出
納
室

村　長　椎 葉 晃 充

村の新体制を紹介します

平成20年度　椎葉村行政機構図平成20年度　椎葉村行政機構図平成20年度　椎葉村行政機構図

副村長　椎 葉 次 男

国民健康保険病院
℡６７－２００８

院 長　吉持　厳信（外科）

教育委員会
℡６７－２８５０

教育長　甲斐　眞后

※電話の近くに貼っておくと、
　役場への問い合わせの時に便利です。

（
保
健
師
）

（
保
健
師
）

（
栄
養
士
）

（
内
科
）

（
整
形
外
科
）

（５月10日現在）

椎
葉
村

　

人
事
異
動

　

村
は
４
月
１
日
、
課
長
級
４

人
、
課
長
補
佐
級
５
人
、
係
長

級
12
人
、
一
般
職
３
人
、
計
24

人
の
人
事
異
動
を
発
令
し
ま
し

た
。
ま
た
、
退
職
者
６
人
に
対

し
、
２
人
を
新
規
採
用
し
て
い

ま
す
。

 

新
規
採
用
（
２
人
）

農
林
振
興
課　

桑
原 

資
子

福
祉
保
健
課　

黒
木 

美
郷

 

退
職
者
（
６
人
）

議
会
事
務
局
長　

椎
葉 

喜
成

総
務
課
主
幹　

椎
葉 

静
男

獣　

医　

師　

佐
藤 

玲
史

理
学
療
法
士　

宿
輪 

宏
明

放
射
線
技
師　

坂
口 

和
隆

保　

育　

士　

長
友 

由
佳
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「新一年生」ご入学おめでとう！

尾向小学校

鹿野遊小学校

椎葉小学校

大河内小学校小崎小学校

不土野小学校松尾小学校

笑顔の一年生

 全員集合！！
今年度の新入生37人と
担任の先生を紹介します。

※氏名は14ページをご覧ください。

春の香り
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鶴富屋敷

信夫の里

椎葉小学校 佐礼

椎葉中学校

運動公園

春の香り
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椎葉
晃充
村長の

４月の
動き

▲和牛改良組合総会で
来賓祝辞（24日）

１
日　

人
事
異
動
職
員
辞
令
交
付
式（
役
場
）

　
　
　

消
防
部
長
会
（
役
場
）

３
日　

庁
議
（
役
場
）

４
日　

県
町
村
会
正
副
会
長
会（
宮
崎
市
）

７
日　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
街
頭

　
　
　
　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
村
内
）

８
日　

村
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

　
　
　
　
（
す
こ
や
か
館
）

　
　
　

百
歳
祝
い
状
交
付

　
　
　
　
（
甲
斐
ヨ
シ
ノ
氏
・
役
場
）

10
日　

中
学
校
入
学
式
（
村
内
）

11
日　

県
町
村
会
役
員
会
（
宮
崎
市
）

　
　
　

県
治
山
林
道
協
会
役
員
会（
宮
崎
市
）

16
日　

特
別
職
・
総
務
課
長
挨
拶
（
県
庁
）

17
日　

暫
定
税
率
継
続
要
求
大
会

　
　
　
　
（
〜
18
日
・
東
京
都
）

21
日　

知
事
首
長
自
治
懇
談
会（
宮
崎
市
）

23
日　

む
ら
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
総
会

　
　
　
　
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

24
日　
和
牛
改
良
組
合
総
会（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

村
園
芸
部
会
総
会（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

25
日　

区
長
公
民
館
長
会（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

ひ
え
つ
き
節
日
本
一
大
会
実
行

　
　
　
　

委
員
会
（
役
場
）

28
日　

村
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
（
村
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

　
　
　

臨
時
議
会
（
議
場
）

村民のみなさん、よろしくお願いします。

椎
葉
村
に
赴
任
さ
れ
て
き
た

　
　

み
な
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す

村立病院
内科医長

青
あお

山
やま

 剛
たけ

士
し

 先生
（28歳）

●
趣
味
：
水
泳
、
マ
ラ
ソ
ン
、
バ
イ
ク

●
ひ
と
こ
と
：
４
月
１
日
よ
り
内
科
を
担

当
し
て
い
る
青
山
剛
士
と
申
し
ま
す
。

出
身
地
は
宮
崎
市
で
、
五
ヶ
瀬
国
保
病

院
か
ら
異
動
と
な
り
ま
し
た
。
何
か
あ

り
ま
し
た
ら
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日向警察署
椎葉駐在所

木
き

原
はら

 哲
てつ

男
お

 所長
（47歳）

●
趣
味
：
読
書
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

●
ひ
と
こ
と
：
一
日
も
早
く
管
内
の
実
態

を
把
握
し
て
、
安
全
で
安
心
な
村
づ
く

り
の
お
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
遠
慮
無
く
、
気
軽
に
声
を
か
け
て

く
だ
さ
い
。
今
後
と
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

東臼杵農林振興局
椎葉駐在所

那須 幸
ゆき

義
よし

 所長
（51歳）

●
趣
味
：
ス
キ
ー
、
野
球

●
ひ
と
こ
と
：
４
月
か
ら
椎
葉
村
に
お
世
話

に
な
っ
て
い
ま
す
。
隣
村
の
西
米
良
村
の

出
身
で
す
。
椎
葉
村
の
農
林
業
の
振
興
を

通
し
て
村
が
益
々
栄
え
て
い
け
る
よ
う
、

お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

東臼杵農林振興局
椎葉駐在所（農業普及員）

甲斐 康
こう

二
じ

郎
ろう

 主任
（43歳）

●
趣
味
：
硬
式
テ
ニ
ス

●
ひ
と
こ
と
：
昭
和
32
年
に
普
及
指
導
員

が
配
置
さ
れ
、
22
代
目
と
な
り
ま
す
。

宮
崎
県
に
お
け
る
中
山
間
地
域
の
拠
点

で
あ
る
椎
葉
村
の
農
業
振
興
の
た
め

に
、
精
一
杯
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

椎
葉
村
役
場

新
規
採
用
職
員 

紹
介

農業振興課
獣医師

桑
くわ

原
はら

 資
もと

子
こ

（37歳・上椎葉下２）

●
趣
味
：
バ
イ
ク
、
素
潜
り

●
ひ
と
こ
と
：
４
月
か
ら
獣
医
と
し
て
勤

務
し
て
い
ま
す
。
小
２
と
小
４
の
子
ど

も
も
い
っ
し
ょ
に
、
椎
葉
で
の
生
活
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
か
わ
い
い
牛
た
ち

の
た
め
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

福祉保健課
保健予防係

黒木 美
み

郷
さと

（22歳・本郷）

●
趣
味
：
読
書
、テ
ニ
ス
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル

●
ひ
と
こ
と
：
ま
だ
慣
れ
な
い
こ
と
が
多

く
、
椎
葉
に
つ
い
て
知
ら
な
い
こ
と
ば
か

り
な
の
で
、
早
く
多
く
の
こ
と
を
吸
収

し
て
い
き
た
い
で
す
。
自
分
が
で
き
る
こ

と
を
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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＝ 平成20年度 ＝ 新体制を紹介します ＝

椎葉 　満（矢　立）

大
河
内

区長（公民館長）紹介

松岡 　鍾（下松尾）

松　

尾

右田 静男（川の口）

小　

崎

那須 　登（鹿野遊）

鹿
野
遊

那須 朝光（夜狩内）

上
椎
葉

黒木 吉美（尾　崎）

栂　

尾

黒木 　忠（横　野）

尾
八
重

廣末 信夫（不土野上）

不
土
野

尾前 誠一（鶴の平）

尾　

向

黒木 芳弘（仲　塔）

仲　

塔
　平成20年度の区長（公民館長）さんです。皆

さんには各地区の重要な連絡調整役として、１年

間ご苦労いただくことになります。よろしくお願

いいたします。（敬省略）

■火 災 通 報　☎１１９

■椎葉村役場　☎６７−３１１１

■日向警察署 椎葉駐在所

　　　　　　　☎６７−２１１０

■西都警察署 村所駐在所

　　　　　　　☎０９８３−３６−１１０１

椎葉村消防団 新体制

役職名 氏　　名 電話番号 担当区域

団　　長 那須 義雄 67−4403

村 全 域
副 団 長

椎葉 信紘 67−2077

椎葉 吉人 67−5527

本 部 長 甲斐 愼二 67−2125 上 椎 葉

第１部長 那須 　浩 67−4126 鹿野遊・仲塔

第２部長 那須 重美 67−2654 上椎葉・栂尾

第３部長 甲斐 　浩 67−1159 松尾（日当）

第４部長 椎葉 克徳 67−2359 尾 八 重

第５部長 中瀬 和広 67−2518 小 　 崎

第６部長 椎葉 芳満 67−5035 不 土 野

第７部長 椎葉 賢二 0983−38−1105 大 河 内

第10部長 椎葉 照信 67−5526 尾向（向山）

第11部長 尾前 幸男 67−5004 尾向（尾前）

第12部長 岡村 正司 67−1728 松尾（日添）

消防主任 那須 　建 68−7557 村 全 域

※太字は新任者

村民の生命と財産を守る！

▲新部長への辞令交付式（４月１日）

会長副会長

副会長
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むらのできごと

【団体の部】　優　勝　　準優勝　　３　位　

　　　　　　上椎葉　　小　崎　　不土野

【個人の部・優等】

　　香
こ う

信
し ん

　　　那須ナミ子（間柏原）　　　香信　那須ナミ子（間柏原）

　　冬
ど ん

菇
こ

　　　中瀬　　裕（竹の枝尾日当）　　冬菇　那須セツ子（坂本）

　　天
て ん

白
ぱ く

冬
ど ん

菇
こ

　那須　義春（財木）　　　　香菇　山中　　誠（桑の木原）

　　香
こ う

菇
こ

　　　山中　　誠（桑の木原）

【特別賞】※平成19年販売額より

　一箱あたり最高販売単価　　　　山中　誠（桑の木原）7,890円／㎏

　出荷量200㎏以上最高平均単価　　椎葉　豊（桑の木原）4,664円／㎏

袋
物
の
部

箱
物
の
部

　

４
月
10
日
、
開
発
セ
ン
タ
ー
で
村
椎

茸
部
会
の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
は
村
内
の
椎
茸
生
産
者
や
関
係

者
な
ど
１
４
０
人
が
出
席
。
椎
茸
品
評

会
の
表
彰
式
、
情
勢
報
告
、
講
演
会
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
は
厳
し
い
寒
さ
が
続

き
、
春は

る

子こ

の
発
生
の
ピ
ー
ク
も
遅
れ

ま
し
た
が
、
品
評
会
に
は
１
８
３
点

と
い
う
多
く
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。

　

価
格
は
、
４
月
25
日
の
入
札
で
５
，

０
７
５
円
／
㎏
（
Ｊ
Ａ
日
向
椎
葉
支
店

分
）と
順
調
な
推
移
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
共
選
の
補
助
事
業
も

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
販
売
方
法
の
一

つ
と
し
て
有
効
利
用
し
て
い
た
だ
き
、

収
入
ア
ッ
プ
と
労
力
軽
減
を
図
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

▲袋物と箱物の両方で優等となった
那須ナミ子さん（間柏原）

平成20年度　乾
ほ し

椎
し い

茸
た け

品評会 表彰結果

目指せ！　宮崎県 No.１
第35回　椎葉村

椎茸部会総会
（中瀬裕会長・会員176人）

　

４
月
23
日
、
開
発
セ
ン
タ
ー
で
む
ら
お

こ
し
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
の
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
に
は
村
内
13
の
加

工
グ
ル
ー
プ
会
員
や
村
関
係
者
な
ど
50
人

が
出
席
。
白
ゆ
り
会
（
大
河
内
）
に
よ
る

活
動
の
内
容
が
紹
介
さ
れ
た
ほ
か
、
昨
年

度
の
活
動
報
告
や
決
算
、
新
年
度
の
事
業

計
画
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
役
員
改
選
で
は
、

新
会
長
に
中
瀬
眞
知
子
さ
ん
（
竹
の
枝
尾

日
当
・
ま
る
み
会
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
会
後
は
熊
本
県
山
都
町
か
ら

枝
尾
征
子
氏
を
迎
え
、『
農
産
加
工
と
む

ら
お
こ
し
』
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
、

長
年
農
産
加
工
に
携
わ
っ
て
き
た
同
氏
の

実
体
験
に
基
づ
く
話
を
聞
き
、
会
員
は
こ

れ
か
ら
の
加
工
活
動
に
意
欲
を
新
た
に
し

て
い
ま
し
た
。

 

グ
ル
ー
プ
活
動
紹
介 

　

大
河
内
の
加
工
グ
ル
ー
プ
で
会
員
数

は
４
人
。
最
近
の
主
な
活
動
で
は
、
大

河
内
森
林
ガ
イ
ド
の
会
と
連
携
し
、
会

が
主
催
す
る
森
林
ハ
イ
ク
ツ
ア
ー
や
農

林
業
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
中
で
昼
食
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
の
平
家

ま
つ
り
特
産
品
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
会

員
の
作
品
が
四
部
門
で
最
優
秀
賞
１

点
、
優
秀
賞
２
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
グ
ル
ー
プ
の
顔
と
な
る
商
品

づ
く
り
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

▲地元の食材で作ったおい
しいお弁当。安心安全で
栄養満点！

▲左から会長の椎葉豊香さん、
　谷川成美さん、濱砂ナオミさん、
　椎葉美千代さん

「
白し

ら

ゆ
り
会
」

特
産
品
開
発
で
地
域
を
元
気
に
！

（
椎
葉
恵
子
会
長
・
会
員
74
人
）

む
ら
お
こ
し
グ
ル
ー
プ

　

連
絡
協
議
会
総
会
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むらのできごと

【トルコギキョウ】　椎葉 キヨ子（臼杵俣）

　　　　　　　　　　１本当たり単価 88円（村平均 81円）

【ミ ニ ト マ ト】　椎葉　涼子（追手納）

　　　　　　　　　　10ａ当たり収量 3,961㎏（村平均 2,943㎏）

【イ　　チ　　ゴ】　椎葉伊香保（向山日添）

　　　　　　　　　　10ａ当たり収量 1,415㎏（村平均 1,212㎏）

【ミ ニ ト マ ト】　那須　朝香（古枝尾上）

　　　　　　　　　　意欲的に生産量向上（ハウス増設）

　

４
月
24
日
、
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
園

芸
部
会
の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
は
村
内
の
園
芸
農
家
や
県
、
村

な
ど
の
農
業
関
係
者
が
出
席
。
表
彰
式

や
新
年
度
の
事
業
計
画
、
収
支
予
算
な

ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ

日
向
八
菜
館
福
岡
店
職
員
の
堀
江
幸
美

氏
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
、
消
費
者
の

求
め
る
商
品
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。　

　

昨
年
は
、
台
風
等
の
大
き
な
災
害

も
な
く
、
農
産
物
の
生
産
額
も
順
調

に
推
移
し
た
た
め
、
年
間
取
扱
高
も

１
億
２
千
万
円
を
突
破
し
ま
し
た
。
今

後
も
、
年
間
取
扱
高
１
億
５
千
万
円
を

め
ざ
し
て
、
各
品
目
と
も
適
切
な
栽
培

管
理
を
行
い
、
部
会
員
一
丸
と
な
っ
て

品
質
向
上
と
収
量
ア
ッ
プ
に
努
め
ま
す
。

▲ミニトマトで意欲的に生産量向上を図る
那須朝香さん（古枝尾上）

平成19年度　表彰結果

目指せ！　取扱高１億５千万円
第15回　椎葉村

園芸部会総会
（清田泉会長・会員66人）

　

４
月
24
日
、
開
発
セ
ン
タ
ー
で
村
和

牛
改
良
組
合
の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
総
会
に
は
村
内
の
和
牛
生
産
者
85

人
や
関
係
者
が
出
席
。
優
秀
な
生
産
者

に
対
し
表
彰
を
行
っ
た
ほ
か
、
新
年
度

の
活
動
計
画
や
収
支
決
算
な
ど
が
審
議

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
専
門
家
に
よ
る

講
演
も
行
わ
れ
、
県
種
雄
牛
の
今
後
の

改
良
、踏
込
槽
に
よ
る
消
毒
の
大
切
さ
、

経
営
感
覚
を
身
に
つ
け
る
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

現
在
、
飼
料
価
格
の
高
騰
や
、
Ａ―

３
等
級
以
下
の
牛
肉
価
格
の
下
げ
で
、

３
年
間
高
値
が
続
い
た
子
牛
の
相
場
も

下
落
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
本
村
で
は

新
た
に
３
件
の
20
頭
規
模
の
繁
殖
牛
農

家
が
誕
生
し
、
和
牛
の
産
地
と
し
て
さ

ら
な
る
盛
り
上
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

▲個人の部で表彰を受けた椎葉誠二さんと
廣末克彦さん（不土野上）。新たに多頭
飼育を行う若き後継者です。

平成19年度　表彰結果

経費削減で収益アップへ！
第32回　椎葉村

和牛改良組合総会
（椎葉和男組合長・会員131人）

【優良支部】　不土野支部

【優 良 班】　胡麻山班、川の口班、不土野上班、不土野中班

【個人の部】　那須 隆美（大久保）　甲斐 雅規（追手納）

　　　　　　椎葉 一光（合戦原）　那須 盛男（尾田山中）

　　　　　　中竹 数夫（栗の尾）　椎葉 真吾（矢立）

　　　　　　甲斐 俊光（雨木）　　椎葉 誠二（不土野上）

　　　　　　廣末 克彦（不土野上）

【雌牛の部・最高単価賞】　那須 盛男（尾田山中）1,408,050円

【去勢の部・最高単価賞】　那須 重昭（上松尾）　　　709,800円
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みんなで守ろう　交通ルール
　

４
月
６
日
か
ら
の
10
日
間
、
全
国
一

斉
に
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
本
村
で
は
４
月
７
日
に
那
須
橋
の

平
家
本
陣
前
で
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が

行
わ
れ
、
通
勤
途
中
の
ド
ラ
イ
バ
ー
や

同
乗
者
へ
チ
ラ
シ
や
飲
み
物
が
配
ら
れ

ま
し
た
。

　

昨
年
は
道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ
り
、

全
国
的
に
交
通
事
故
や
違
反
検
挙
数
が

減
少
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
中
に

あ
っ
て
本
村
は
、
飲
酒
運
転
違
反
検
挙

率
が
県
内
で
最
も
高
く
、
飲
酒
運
転
に

対
す
る
意
識
の
低
さ
が
浮
き
彫
り
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
、
社
会
的
な
モ
ラ
ル

の
向
上
を
図
る
た
め
に
も
、
地
域
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

大
人
も
子
ど
も
も
き
ち
ん
と
ル
ー
ル

を
守
り
、
安
全
で
住
み
よ
い
村
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

春
の
全
国

交
通
安
全
運
動▲関係者約40人。雨の中、交通マナー

を呼びかけました。（４月７日）

▲いきいき女性アドバイザーのメンバー
が作った飾り物。椎葉小学校の新名
章校長へ手渡されました。

　（４月９日）

▲上椎葉わらび会のみなさんが、手作りの交通安全マ
スコット（干支のネズミ）を配りました。

「くるまに
きをつけてね！」
村内全校の小学一年生へ手
作りの飾りをプレゼント。

カ
ル
シ
ウ
ム

　

牛
乳
や
チ
ー
ズ
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
の

乳
製
品
に
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
が
多
く
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
は
骨
や
歯
の

材
料
に
な
り
、筋
肉
の
動
き
に
も
大
切
で
す
。

　

カ
ル
シ
ウ
ム
が
不
足
す
る
と
、
骨
や
歯

が
も
ろ
く
な
っ
て
骨
折
し
や
す
く
な
り

「
骨
粗
し
ょ
う
症
を
引
き
起
こ
す
」「
イ
ラ

朝
か
ら
し
っ
か
り

　
　
　
　

 「
乳
製
品
」

健
康
レ
シ
ピ

「トマトとほうれん草のチーズトースト」

⑥

イ
ラ
し
や
す
く
な
る
」
と
い
っ
た
こ
と
が

起
こ
り
ま
す
。

　

カ
ル
シ
ウ
ム
以
外
に
も
、
牛
乳
に
は
良
質

な
た
ん
ぱ
く
質
や
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、
ビ
タ
ミ
ン

Ｂ
２
が
、
チ
ー
ズ
に
も
良
質
な
た
ん
ぱ
く
質

が
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
に
は
腸
の
調
子
を
良
く
す

る
乳
酸
菌
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ど
の
年
代

の
人
に
も
毎
日
と
っ
て
ほ
し
い
乳
製
品
で
す

が
、
独
特
の
風
味
が
あ
る
た
め
苦
手
だ
と
い

う
人
や
、
牛
乳
を
飲
む
と
お
な
か
が
痛
く

な
る
と
い
う
人
は
無
理
し
て
と
ら
ず
、
小
魚

や
野
菜
を
食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

カ
ル
シ
ウ
ム
は
１
日
に
６
０
０
㎎
以
上

と
り
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

福
祉
保
健
課 

保
健
予
防
係

　

☎
０
９
８
２―

６
８―

７
５
１
０

【作り方】
① トマトはスライスし、ほうれん草は適当な大きさに

切る。

② 食パンにチーズ、ほうれん草（なるべく葉を広げる）、
トマトをのせ、トースターで焼き色がつくまで焼く。

③ 焼けたら塩・こしょうをふる。

【材料】※４人分　食パン　　　　　　４枚
　　　　　　　　トマト　　　　　　２個（300）
　　　　　　　　ほうれん草　　　　１束（200）
　　　　　　　　スライスチーズ　　４枚
　　　　　　　　塩・こしょう　　　適量

【エネルギー：252kcal、塩分：1.9、カルシウム：173㎎】（１人分）
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募集内容 と 応募方法
【開催期日】平成20年11月８日（土）・９日（日）

　　　　　　パレードは両日とも13：00 〜 15：00

【募集内容】平家方「姫」　※先着10人まで

【応募資格】18歳以上35歳以下の女性（高校生不可・村内外問わず）

【応募方法】ハガキに氏名・年齢・住所・連絡先・参加希望日（両日出

　　　　　演も可）をご記入

　　　　　　下記申込先までご応募ください。

【応募締切】平成20年７月18日（金）必着

　　　　　　※ただし、定員になり次第募集を締め切ります。

【そ の 他】

・詳細については、当選された方のみ当方よりご連絡いたします。

・本村までの交通費等は個人負担となります。

・宿泊を希望される場合、宿泊先は当方で紹介いたしますが、費用は

個人負担となります。

・出演料等はありません。

※昨年度は大阪府から１人、福岡県から４人の方がそれぞれ参加され

ました。大変好評でした。

【申込・問い合わせ先】

〒883-1601　宮崎県東臼杵郡椎葉村大字下福良1,747番地20

椎葉村役場総務課　地域振興係　☎0982-67-3203・0982-67-2825

E-ma i l  :  sh bwebm@vi l l . sh i i ba .m iyazak i . j p

主催：椎葉平家まつり実行委員会

　毎年恒例の「椎葉平家まつり」。
今年も盛大に開催いたします。
　あなたも色鮮やかな衣装を身に纏

まと

い、秋深まりし椎葉街道を歩いてみ
ませんか！

▲パレード終了後の記念撮影風景

「椎葉平家まつり」2008

大和絵巻
武者行列

パレード参加者募集！

たくさんのご応募　お待ちしています！

応　募　方　法
【募集対象】椎葉村を愛する方。プロ・アマを問いません。

【テ ー マ】椎葉村の春夏秋冬すべてのもの。

　●四季部門：風景（山、渓谷、滝、集落、観光名所、天然記念物など）

　●イベント部門：椎葉平家まつり、各地区の行事、椎葉神楽など

【サ イ ズ】カラープリント四切り 又は 六切り

【応募方法】

　所定の応募票を写真の裏面に貼り付けて提出してください。

　作品は未発表のオリジナルに限ります。

　なお、入賞作品の著作権は主催者に帰属します。

【応募期間】平成20年８月31日（日）まで　※当日消印有効

【表　　彰】　各部門　特　選 １点（賞状・賞金５万円）

　　　　　　　　　　準特選 １点（賞状・賞金３万円）

　　　　　　　　　　奨励賞 ３点（賞状・賞金２万円）

　　　　　　　　　　入　選 ５点（賞状・賞金５千円）

　　　　　　特選作品は、椎葉平家まつりで表彰式を行います。

【応募・問い合わせ先】

　〒883-1601　宮崎県東臼杵郡椎葉村大字下福良509番地23

　椎葉村観光協会「椎葉の四季」フォトコンテスト係

　☎０９８２−６７−３１３９

第７回
椎葉の四季 フォトコンテスト

　椎葉の魅力を表現した写真を募集
しています。入賞作品は観光ＰＲ等
にも活用させていただきます。椎葉
を愛する皆さまからの多くの作品を
お待ちしています。

作 品 募 集 ！
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宮崎県市町村職員　海外派遣研修報告

海
外
研
修
で

　
　

人
材
育
成

　
（
財
）
宮
崎
県
市
町
村
振
興
協
会
が
平

成
元
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
海
外
派
遣

研
修
。
国
際
感
覚
を
備
え
た
幅
広
い
見
識

と
柔
軟
な
発
想
を
持
っ
た
人
材
育
成
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

第
18
回
目
と
な
っ
た
昨
年
は
、
県
内
市

町
村
職
員
18
人
が
「
ま
ち
づ
く
り
・
地
方

自
治
・
環
境
対
策
」
と
「
観
光
政
策
・
農

林
業
政
策
・
福
祉
行
政
」
の
２
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
、
10
月
16
日
か
ら
26
日
ま
で

の
11
日
間
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
（
イ
タ
リ

ア
・
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
）
を
訪
問
し
ま

し
た
。
研
修
生
は
、
５
回
の
事
前
研
修
を

通
じ
て
、
研
修
テ
ー
マ
の
決
定
か
ら
研
修

内
容
、
訪
問
国
、
視
察
先
の
検
討
を
行
い
、

視
察
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
研
修
に
、
椎
葉
村
役
場
の
甲
斐
万

寿
也
さ
ん
（
総
務
課
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
後
こ
の
研
修
で
得
た
貴
重
な
体
験
と
知

識
を
活
か
し
、
個
性
と
活
力
の
あ
る
地
域

づ
く
り
に
、
よ
り
一
層
活
躍
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
い
た
し
ま
す
。

※
研
修
報
告
と
し
て
25
ペ
ー
ジ
の
レ

ポ
ー
ト
が
村
へ
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
そ
の
中
の
一
部
を
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

椎
葉
村
役
場 
総
務
課　

甲
斐 

万
寿
也

　

訪
問
し
た
農
家
は
１
２
０
ha
の
敷
地
に
、

有
機
栽
培
の
ブ
ド
ウ
と
オ
リ
ー
ブ
を
栽
培

し
、
ワ
イ
ン
と
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
製
造

し
て
い
る
。
ま
た
１
週
間
以
上
の
長
期
滞

在
客
を
受
け
入
れ
る
民
泊
を
家
族
で
経
営

し
て
い
た
。
宿
泊
施
設
の
ほ
か
レ
ス
ト
ラ

ン
や
プ
ー
ル
も
整
っ
て
お
り
、
宿
泊
客
は

施
設
に
泊
ま
る
と
い
う
感
覚
で
な
く
生
活

す
る
と
い
う
感
覚
で
休
暇
を
過
ご
す
。

　

ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
重
要
な
こ
と

は
、
そ
の
土
地
独
特
の
特
色
を
滞
在
者
に

味
わ
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
、
そ
し

て
今
と
り
だ
た
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
し
く

ス
ロ
ー
フ
ー
ド
で
あ
る
。

　

地
域
の
食
文
化
を
見
直
し
、
素
材
、
作

り
方
、
食
べ
方
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
、
こ
の
こ
と
が
す
ば
ら
し
い
こ
と
な

の
だ
と
子
ど
も
た
ち
に
教
え
、
地
域
で
実

践
し
、
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
重
要

な
こ
と
で
あ
る
と
感
じ
た
。

　

ま
た
、
生
活
に
関
し
て
は
、「
ス
ロ
ー
ラ

イ
フ
」
と
い
う
こ
と
ば
も
生
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
に
基
づ
き
、

地
域
で
の
生
活
を
大
事
に
し
、
郷
土
料
理

や
郷
土
芸
能
な
ど
の
文
化
を
大
切
に
し
な

が
ら
心
豊
か
な
生
活
を
送
る
こ
と
で
あ

る
。「
急
が
な
い
生
活
の
あ
り
方
」で
あ
る
。

　

す
で
に
本
村
で
は
実
践
さ
れ
て
い
る
こ

と
だ
が
、
改
め
て
郷
土
の
す
ば
ら
し
さ
を

実
感
し
、
よ
り
よ
い
家
庭
の
あ
り
方
、
地

域
の
あ
り
方
、
村
の
あ
り
方
を
維
持
し
て

い
け
ば
、
豊
か
な
人
と
の
結
び
つ
き
が
発

見
で
き
る
よ
う
な
気
が
し
た
。

て
そ
の
土
地
独
特
の
建
物
や
伝
統
な
ど
昔

か
ら
伝
わ
っ
て
い
る
も
の
を
特
色
と
し
て

活
用
し
て
い
く
こ
と
だ
と
い
う
。

　

滞
在
者
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
農
業
体
験
で

な
く
、
家
族
と
話
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と

し
た
時
間
を
過
ご
す
と
い
う
休
日
の
過
ご

し
方
で
あ
る
。
客
層
の
９
割
は
外
国
人
で

あ
り
、
日
本
人
も
た
ま
に
訪
れ
る
こ
と
が

あ
る
と
い
う
。
気
に
な
る
値
段
の
方
は
、

宿
泊
の
み
（
朝
食
付
き
）
で
１
週
間
４
人

で
約
10
万
円
ほ
ど
で
あ
る
。

　

有
機
栽
培
に
よ
る
作
物
は
、
今
、
イ
タ

リ
ア
で
と
て
も
関
心
が
高
ま
っ
て
お
り
、

売
り
上
げ
も
伸
び
て
い
る
。
有
機
栽
培

の
野
菜
は
形
が
悪
い
が
、
野
菜
・
果
物
の

本
来
の
味
が
す
る
た
め
、
消
費
者
か
ら
の

リ
ク
エ
ス
ト
が
高
い
。
日
本
の
ス
ー
パ
ー

と
違
い
、
見
た
目
が
悪
い
野
菜
・
果
物
が

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
店
頭
に
並
ん
で
い
る
。
形

よ
り
質
に
こ
だ
わ
る
消
費
者
が
増
え
て
い

る
。
い
わ
ゆ
る
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
思
考
で
あ

る
。１
９
８
６
年
に
こ
こ
イ
タ
リ
ア
で
、「
ス

ロ
ー
フ
ー
ド
」
と
い
う
食
に
関
す
る
哲
学

が
生
ま
れ
た
。
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
と
は
、
郷

土
料
理
や
質
の
高
い
食
品
と
素
材
を
提
供

し
て
く
れ
る
小
生
産
者
（
農
家
）
を
守
り

な
が
ら
、
地
元
の
子
供
た
ち
を
含
め
た
消

費
者
全
体
に
味
覚
の
教
育
を
行
う
こ
と
で

あ
る
。「
急
が
な
い
食
の
あ
り
方
」で
あ
る
。

　

本
村
で
は
、す
で
に
実
践
し
て
き
た「
地

産
地
消
」
と
い
う
言
葉
が
食
の
教
育
と
し

ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
ム
農
家
訪
問

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

現
状

第２研修先 ※全５ヶ所
期　日：10月19日（金）
訪問先：イタリア国
　　　　フィレンツェ郊外

▲研修に参加したみなさん
　（左から４番目が甲斐万寿也さん）
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昔
、
あ
る
所
に
長
者
が
お
っ
た
そ
う
じ
ゃ
。

な
ん
で
も
、素
早
く
す
る
こ
と
が
好
き
な
長
者

じ
ゃ
っ
た
。そ
れ
で
、立
て
札
を
立
て
て「
な
ん

で
も
よ
い
、早
い
こ
と
し
た
者
を
、我
が
家
の

養
子
に
取
る
こ
と
に
す
る
」ち
て
触ふ

れ
出
し
た
。

　

そ
れ
を
見
た
三
人
の
兄
弟
が
、
連
れ
立
っ

て
長
者
の
屋
敷
に
行
た
そ
う
じ
ゃ
。

　

長
男
は
、
村
一
番
の
働
き
者
で
、
田
の
畦あ

ぜ

を
塗ぬ

る
仕
事
が
早
か
っ
た
。
長
者
の
田た

ん
ぼ圃
は
、

三
町
ほ
ど
あ
っ
た 

。
そ
の
田
圃
の
畦
を
塗
る

こ
と
に
な
っ
た
。
次
男
は
、
村
一
番
の
大
工

じ
ゃ
っ
た
。「
俺
は
家
を
早
い
こ
と
建
て
る
の

が
得
意
な
大
工
じ
ゃ
」。
そ
れ
で
、
次
男
は
家

を
建
て
る
こ
と
に
な
っ
た
。一
番
弟お

と
とは「
俺
り
ゃ

あ
、
竹
細
工
が
好
き
じ
ゃ
。
大
け
な
シ
ョ
オ

ケ
※
①
を
作
る
こ
と
が
好
き
じ
ゃ
」。
そ
れ
で

一
番
弟
は
、シ
ョ
オ
ケ
を
作
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

長
者
の
合
図
で
、
ヨ
ー
イ 

ド
ン 

の
手
が

鳴
っ
た
。
長
男
は
平ひ

ら

鍬ぐ
わ

を
持
っ
て
、
田
圃
に

入
り
、
畦
を
塗
り
始
め
た
。
次
男
は
、
丸
太

を
運
ん
で
来
て
、
そ
れ
を
手ち

ょ
う
な斧
や
斧よ

き

で
削
り

始
め
、
家
を
建
て
る
段
取
り
を
し
よ
っ
た
。

一
番
弟
は
、
長
男
と
次
男
の
す
る
仕
事
を
、

じ
ー
っ
と
見
ち
ょ
っ
た
。長
男
と
次
男
と
が
、

半
分
ほ
ど
仕
事
の
で
け
た
こ
ろ
、一
番
弟
は
、

竹
山
に
行
て
、
竹
を
伐き

っ
て
来
て
、
そ
の
竹

を
割
り
、
シ
ョ
オ
ケ
を
作
り
始
め
た
。
三
人

と
も
、
ド
ン
ド
ン 

ド
ン
ド
ン 

仕
事
が
は
か

ど
っ
て
、
長
男
の
田
の
畦
塗
り
が
早
い
か
、

次
男
の
家
の
棟む

ね

上あ

げ
が
早
い
か
、
一
番
弟
の

の
シ
ョ
オ
ケ
作
り
が
早
い
か
、
長
者
は
よ
く

見
て
お
っ
た
。

　

さ
ぁ
て
、
長
男
の
畦
塗
り
が
も
う
終
わ
り
に

近
づ
い
て
お
っ
た
。
じ
ゃ
が
、
次
男
の
棟
を
あ

げ
る
の
も
、
ど
っ
ち
と
も
い
え
ん
早
さ
じ
ゃ
っ

た
。
と
こ
ろ
が
次
男
坊
が
、
棟
を
上
げ
て
急
い

で
下
に
降
り
よ
う
し
た
と
き
ぃ
、
誤
っ
て
棟
の

天と
っ
ぺ
ん辺
か
ら
落
て
始
め
た
。
し
た
ら
、
一
番
弟
の

シ
ョ
オ
ケ
作
り
が
、
落
て
始
め
た
次
男
坊
を
そ

の
シ
ョ
オ
ケ
で
チ
ョ
イ
と
掬す

く

う
た
。
落
て
て
来

ん
う
ち
ぃ
掬
う
た
わ
け
。
長
男
は
田
の
畦
塗
り

で
腰
の
痛
か
っ
た
ば
か
り
に
、
次
男
を
助
け
ら

れ
な
か
っ
た
が
、
一
番
弟
は
、
自
分
の
作
っ
た

シ
ョ
オ
ケ
で
チ
ョ
イ
と
掬
う
て
助
け
た
。
じ
ゃ

か
ら
長
者
は
、
い
ち
ば
ん
素
早
い
仕
事
を
し

た
一
番
弟
を
婿む

こ

養よ
う

子し

に
し
た
、
と
い
う
お
話
。

（
聞
き
手　

西
南
学
院
大　

粟
谷 
千
衣
子
）

 

話　

型 

＝ 

兄
弟
の
優
劣

 

発
端
句 

＝ 

昔
、
あ
る
所
に

 

結
末
句 

＝ 

と
い
う
お
話

※
① 

シ
ョ
オ
ケ 

＝ 

竹
で
編
ん
だ
塵
取
り
型

の
籠か

ご

　

昔
、あ
る
所
に
猟

り
ょ
う
師し

が
お
っ
た
そ
う
じ
ゃ
。

　

あ
る
日
の
こ
と
、
縁え

ん

側が
わ

で
鉄
砲
の
弾
を

造
っ
て
並
べ
よ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
猟
師

の
と
こ
ろ
に
、
玉
と
い
う
猫
が
お
っ
た
。
お

か
し
な
こ
と
に
猟
師
が
造
る
弾た

ま

を
ば
、
一
つ

一
つ
、
そ
の
猫
が
舐な

め
よ
る
。
お
か
し
な
こ

と
を
す
る
も
ん
じ
ゃ
な
ぁ
、
ち
て
思
う
た
猟

師
は
、
そ
れ
か
ら
、
玉
の
お
ら
ん
と
こ
ろ
で
、

鉄
砲
の
弾
を
一
つ
造
っ
た
。

　

山
へ
行
く
準
備
が
で
け
て
、
い
つ
か
ニ
タ

マ
チ
※
①
に
行
か
に
ゃ
あ
い
か
ん
が
、
そ
う

思
う
て
お
っ
た
と
き
ぃ
、
茶
を
沸わ

か
す
チ
ョ

カ
※
②
の
蓋
が
無の

う
な
っ
た
。
こ
り
ゃ
ま
た

お
か
し
な
こ
と
じ
ゃ
、
そ
う
思
い
な
が
ら
、

夕
方
に
な
っ
て
ニ
タ
マ
チ
に
行
た
。
い
ち
ば

ん
最
初
に
蚯み

み
ず蚓
が
出
て
来
て
、
ニ
タ
を
打
ち

よ
っ
た
※
③
。
今
後
は
ド
ン
ク
ウ
※
④
の
出

て
来
て
、そ
の
蚯
蚓
を
カ
パ
ッ
と
打
ち
食
て
、

ニ
タ
を
打
ち
よ
っ
た
。
今
後
は
、
ヤ
マ
ガ
サ

蛇へ
び

※
⑤
の
出
て
来
て
、
ド
ン
ク
ウ
を
同
じ
ご

と
パ
ク
ッ
と
呑の

ん
で
、
ニ
タ
を
ば
打
ち
よ
っ

た
。
ま
た
今
度
は
、大
け
な
猪し

し

が
出
て
来
て
、

ヤ
マ
ガ
サ
蛇
を
ひ
っ
咬こ

う
で
※
⑥
、
ニ
タ
を

ば
打
ち
始
め
た
。
猟
師
が
こ
の
獲
物
を
撃
た

に
ゃ
あ
い
か
ん
、そ
う
思
う
て
お
る
と
き
ぃ
、

ラ
ン
ラ
ン
と
光
る
目
ん
も
ん
が
出
て
来
て
、

そ
の
猪
を
ひ
っ
咬
う
だ
。
そ
う
し
て
、
猟
師

の
方
に
近
付
い
て
来
た
。
猟
師
は
そ
の
光
る

目
を
目
が
け
て
、
鉄
砲
を
撃
っ
た
。
と
こ
ろ

が
チ
ャ
リ
ン
と
い
う
音
が
し
て
、
弾
は
撥は

ね

飛
ん
だ
。
二
の
矢
弾
を
詰
め
て
撃
つ
と
、
ま

た
チ
ャ
リ
ン
ち
て
い
う
音
が
し
て
、
弾
は
撥

ね
飛
び
、
ラ
ン
ラ
ン
と
光
る
目
ん
も
ん
が
、

ド
ン 
ド
ン 

ド
ン 

ド
ン
近
づ
い
て
来
る
。
十

発
の
弾
を
ば
、
皆
、
撃
て
し
も
う
た
。

　

じ
ゃ
が
、
ラ
ン
ラ
ン
と
目
光
る
も
ん
は
、

ド
ン 

ド
ン 
ド
ン 
ド
ン
近
づ
い
て
来
る
。
そ

こ
で
、
猫
の
玉
に
隠
れ
て
造
っ
た
弾
を
ば
鉄

砲
に
詰
め
、
ズ
ド
ン
と
撃
っ
た
。
す
る
と
、

山
の
崩く

ず

る
る
ご
と
あ
る
音
が
し
て
助
か
っ

た
。
そ
の
ラ
ン
ラ
ン
と
目
ん
光
る
も
ん
が
、

逃
げ
た
あ
と
を
行
て
み
た
。
す
る
と
途
中
、

無
う
な
っ
ち
ょ
っ
た
チ
ョ
カ
の
蓋
が
落
て
て

椎
葉
の
民
話

103

「
早
い
こ
と
を
し
た
者
を

養よ
う

子し

に
す
る
話
」

語
り
手　

那
須 

英
一 
さ
ん（
水
越
）

昭
和
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ

お
っ
た
。
お
か
し
な
こ
と
じ
ゃ
、
ち
思
い
な

が
ら
そ
れ
を
拾
う
て
、
朝
に
な
っ
て
家
に

戻
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
婆
さ
ん
が
「
昨ゆ

う
べ夜
か
ら
、
こ
こ

の
玉
が
え
ら
い
大お

お

怪け

我が

を
し
て
来
た
ぞ
」
ち

て
言
う
た
。
そ
れ
か
ら
猟
師
は
、
囲い

炉ろ

裏り

の

側
で
怪
我
を
し
て
寝
て
い
る
猫
を
、
障
子
の

ホ
ゲ
ド
※
⑦
か
ら
鉄
砲
で
狙ね

ろ

う
て
、
打
ち
殺

れ
ぇ
た
。
打
ち
殺
れ
ぇ
た
玉
は
、
牛
の
子
の

よ
う
な
化
け
猫
に
な
っ
て
お
っ
た
、
と
い
う

お
話
。

　

猫
の
、
ニ
ャ
ン 

グ
ル
グ
ル 

ニ
ャ
ン 

グ
ル

グ
ル
ち
て
い
う
て
鳴
く
と
は
、
主し

ゅ

捕と

る
ち
て

言
う
て
お
る
。
猟
師
が
造
る
弾
を
舐
め
て

お
っ
た
の
は
、
数
を
数
え
ち
ょ
っ
た
た
め

じ
ゃ
。
チ
ャ
リ
ン 

チ
ャ
リ
ン
ち
て
弾
が
撥

ね
飛
ん
だ
の
は
、
チ
ョ
カ
の
蓋
で
、
弾
を
受

け
た
た
め
の
こ
と
じ
ゃ
ろ
う
。
飼
い
猫
も
、

阿
蘇
の
猫
岳
※
⑧
に
行
く
ご
と
出
世
し
た
奴

は
、
主
を
捕
る
よ
う
に
な
る
ち
ゅ
う
。

（
聞
き
手　

西
南
学
院
大　

粟
谷 

千
衣
子
）

  

話　

型 

＝ 

猫
と
茶
釜
の
蓋

 

発
端
句 

＝ 

昔
、
あ
る
所
に

 

結
末
句 

＝ 

と
い
う
お
話

※
① 

ニ
タ
マ
チ 

＝ 

ニ
タ
は
牟
田
（
湿
地
）

の
こ
と
。
マ
チ
は
区
画
（
地
帯
）
の
こ
と
。

湿
地
に
は
よ
く
猪
等
が
来
て
、
泥
水
を
浴

び
て
、
毛
に
つ
い
た
虫
を
落
と
す
。
猟
師

た
ち
の
狙
い
場

※
② 

チ
ョ
カ 

＝ 

こ
こ
で
は
鉄
瓶

※
③ 

ニ
タ
を
打
ち
よ
っ
た 

＝ 

転
げ
て
い
た

※
④ 

ド
ン
ク
ウ 

＝ 

蝦が

蟇ま

蛙が
え
る

※
⑤ 

ヤ
マ
ガ
サ
蛇 

＝ 

ヤ
マ
カ
ガ
シ
。
マ
ム
シ

※
⑥ 

ひ
っ
咬
う
で 

＝ 

食
べ
て

※
⑦ 

ホ
ゲ
ド 

＝ 

破
れ
目

※
⑧ 

阿
蘇
の
猫
岳 

＝ 

熊
本
県
阿
蘇
五
岳
の

一
つ

「
猫ね

こ

と
チ
ョ
カ
の
蓋ふ

た

の
お
話
」

語
り
手　

那
須 

英
一 

さ
ん（
水
越
）

昭
和
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
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年１月に宮崎県で発生が確認された
際にも、その１ヶ月ほど前に韓国で
の発生が確認されております。また、
今月中旬には東北地方で、ハクチョ
ウの死骸から同病原体が検出されて
います。
　あなたの鳥を守るため、次のこと
をお願いします。
●エサ箱や水飲み場に野鳥を近づけ

ない。
●放し飼いを自粛する。
●鳥に異常（続けて死亡した、首が

曲がってきたなど）があれば直ぐ
に連絡する。

■問い合わせ先
　延岡家畜保健衛生所
　　☎０９８２−３２−４３０８
　役場 農林振興課 畜産係
　　☎０９８２−６７−３２０６

守って！ 電波のルール
６月１日から10日までは

電波利用保護旬間です

　ルールを守らない不法な無線局
は、テレビやラジオの受信に障害を
与えたり、携帯電話の通話を妨害
するだけでなく、警察、消防・防災
行政無線など人名に関わる重要な無
線に対する混信・妨害が発生するな
ど、私たちの生活をおびやかしてい
ます。
　無線局を不法に開設したり運用し
たりすると、電波法違反で罰せられ
ます。
　一人ひとりがルール（電波法）を
守って、クリーンな電波環境を作り
ましょう。
■問い合わせ先
　九州総合通信局
　　http://www.kbt.go.jp/
　●不法無線局、混信・妨害
　　　☎０９６−３６８−８６５６
　●受信障害（テレビ・ラジオ）
　　　☎０９６−３２６−７８７３
　●電波利用料
　　　☎０９６−３２６−７８０５

　●その他行政相談
　　　☎０９６−３２６−７８１９

　　　　　デンパ君

６月は外国人労働者問題
　　 啓発月間です

　すべての事業主の方は、外国人（特
別永住者を除く）の雇入れ・離職の
際、その氏名、在留資格等のハロー
ワークへの届出が必要です。ハロー
ワークでは、これに基づき、雇用環
境の改善に向けて、事業主の方への
助言・指導や離職した外国人への再
就職支援を効果的に行います。なお、
昨年10月１日時点で既に雇い入れて
いる外国人の場合、届出期限が本年
10月１日までとなっていますので、
ご協力をお願いいたします。
■問い合わせ先
≪ハローワーク≫
　日向公共職業安定所
　　☎０９８２−５２−４１３１
≪労働基準監督署≫
　延岡労働基準監督署
　　☎０９８２−３４−３３３１

土地の売買には
届出が必要です

　国土利用計画法では、一定面積（１
ha）以上の土地について売買など
の土地取引を行った場合、契約締結
後２週間以内に権利取得者（買い主）
が、土地の所在する市町村長を経由
して知事に届け出ることが義務付け
られています。なお、山林等も届出
の対象ですのでご注意ください。
　土地は公共性・社会性を持った限
られた資源です。土地の有効利用の
実現のため、みなさんのご理解とご
協力をお願いします。
■問い合わせ先
　役場 総務課 広報統計係
　　☎０９８２−６７−３２０３

紹 介 し ま す
入学おめでとう！　
小学校 新一年生

新入生37人（男子22人・女子15人）
※紹介は、学校、校長氏名、担任教

諭氏名、児童氏名（保護者名）の
順です。

【椎葉小学校】（13人）
新名章校長・永倉洋子教諭
清田大夢（勇人）・黒木淳（久吉）
椎葉貴哉（龍一）・椎葉佑希（勝利）
中瀬淳之介（浩視）・那須詩音（健司）
山中晴揮（秀則）・渡邊晃佑（常介）
植村桃子（克彦）・尾前美衣（俊彦）
桒原美月（崇）・椎葉陽菜（才）
椎葉美結（修）

【鹿野遊小学校】（１人）
田原三知校長・大野綾子教諭
田崎寛人（智章）

【尾向小学校】（９人）
中原淳一校長・堀内美代教諭
石井直希（英雄）・尾前維吹（充秀）
甲斐将晃（裕子）・椎葉空（洋平）
椎葉大将（雅孝）・土橋空翔（潤哉）
椎葉理菜（健二）・蔵座琴音（ゆき美）
蔵座初音（ゆき美）

【不土野小学校】（２人）
押川典道校長・武本みどり教諭
久間愛華（靖幸）・那須菜奈美（貴文）

【大河内小学校】（４人）
逆瀬川秀夫校長・平井慎教諭
梅北愛斗（実利）・椎葉悠真（豊武）
黒木彩菜（誠志）・平井優季（慎）

【小崎小学校】（５人）
酒匂週蔵校長・高木昌子教諭
大野雄聖（聡彦）・那須識央（敏昭）
右田丈大（忠仁）・甲斐涼（洋敬）
黒木沙也加（尚道）

【松尾小学校】（３人）
赤木憲昭校長・大濵紋子教諭
河野一晴（和弘）・松岡主真（正社）
椎葉凪咲（豊）

電
波
の
こ
と
な
ら

  

九
州
総
合

　
　

  

通
信
局
へ



Shiiba Information

お知らせ
５月

●椎葉村ホームページ
http://www.vill.shiiba.miyazaki.jp
●椎葉村メールアドレス
shbwebm@vill.shiiba.miyazaki.jp

村内のうごき  ●４月１日現在
　男　　1,602人（−39）
　女　　1,623人（−28）
　計　　3,225人（−67）
世帯数　1,255戸（−24）

Public Relations of  SHIIBA 1� 2008（H20）５月号

ごぞんじですか？
人権擁

よう

護
ご

委員制度
　６月１日は、人権擁護委員法が施
行された日で、今年60周年を迎えま
す。法務大臣より委嘱を受けた椎葉
村の人権擁護委員は次のとおりです。
・甲斐　昭利（☎６７−１８７０）
・古川アヤ子（☎６７−２２２８）
・椎葉　吉人（☎６７−５５２７）
　なお、「人権擁護委員の日」特設
相談所を開設します。相談は無料で、
秘密は守られます。お気軽にご相談
ください。
■期日　５月30日（金）
■時間　10：00 〜 15：00
■場所　高齢者センター
■問い合わせ先
　宮崎地方法務局日向支局
　　☎０９８２−５２−２９４４
　役場 税務住民課 住民係
　　☎０９８２−６７−３２０５

防災情報を提供します！
　　 （宮崎県より）

　パソコン（インターネット）で、
雨量・河川水位の速報値及び河川の
現在の様子がわかる画像が、携帯電
話（ｉモード等）では、雨量・河川
水位の速報値がご覧になれます。豪
雨や台風時の防災情報としてご利用
ください。
※河川の画像は携帯電話からはご覧

になれません。
■アドレス
　パソコン版
　http://kasen.pref.miyazaki.jp
　携　帯　版
　http://kasen.pref.miyazaki.jp/
　mobile/  
※宮崎県庁ホームページからもアク

セスできます。
「県庁ＨＰ」→「災害情報」→防災
関連リンク「雨量・河川水位情報」

高病原性鳥インフルエンザ
　　　韓国で発生！

　４月２日、韓国南部の養鶏場で高
病原性鳥インフルエンザ（H５N１
亜型）の発生が確認されました。昨

お 知 ら せ
税の納期（５月分）

　納期限内に納めましょう。
・自動車税（普通車以上）
■納期限　６月２日（月）
■納付方法
　・納付書（５月初旬に郵送）
　・口座振替
　・インターネット
　　（クレジットカード決済）
■納付先
　・最寄りの金融機関
　・県税事務所
　・コンビニエンスストア
■問い合わせ先
　日向県税事務所
　　☎０９８２−５２−４１４８

気になれば「行政相談」へ
　行政に関する苦情や要望はござい
ませんか。お気軽にご相談ください。
■期日　５月13日（火）
　　　　６月10日（火）
　　　　　※毎月第２火曜日
■時間　8：30 〜 12：00
■場所　椎葉村高齢者センター

■問い合わせ先
　役場 総務課 行政係
　　☎０９８２−６７−３２０１

悩まずに「心配ごと相談」へ
　夫婦や家族のこと。お金のこと。
ちょっとしたトラブル。どんなこと
でもけっこうです。心の悩みをかか
えていませんか？ぜひご相談くださ
い。（電話でも対応いたします）
■期日　５月19日（月）
　　　　６月16日（月）
　　　　　※毎月第３月曜日
　（ただし、祝祭日の場合は翌日）
■場所　保健センター「すこやか館」
■問い合わせ先
　社会福祉協議会
　　☎０９８２−６７−２２７５

初診に係る特別料金が
改正（増額）されます
　　 （県立延岡病院）

　５月１日から、他の医療機関から
の紹介状をお持ちにならずに来院さ
れた初診の患者様に負担していただ
く費用が改正されました。
　◎改正前　1,575円
　◎改正後　2,625円
　これは、患者様の待ち時間の短縮
と診療の効率化を図るため、外来の
患者様に受診時間の予約を取ってい
ただくためです。初診の場合は、か
かりつけ医で「紹介状」と「受診時
間の予約」を取ってから来院してく
ださい。
■問い合わせ先
　宮崎県立 延岡病院
　　☎０９８２−３２−６１８１
※かかりつけ医として椎葉村立病院
　（☎６７−２００８）をご利用く

ださい。
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カメラ さんぽ

▲春を彩る藤の色と香りが凝縮された逸
品。ぜひ、ご賞味あれ。

　（４月22日・八菜館しいば店）

春
の
香
り
を
味
わ
う

　

椎
葉
に
伝
わ
る
食
文
化
の
ひ
と
つ
「
菜

豆
腐
」。
旬
の
野
菜
と
共
に
「
藤
の
花
」
が

加
え
ら
れ
、
色
鮮
や
か
な
春
色
に
。

甲斐ヨシノさん 祝100歳！

おにいさん
おねえさん

よろしくね

　小さな体に大きなラン
ドセル。赤いリボンを付
けた真新しい制服姿。村
内の各小中学校と児童
館・保育所で、入学式と
入園式が行われました。

▲白熱した試合展開。ファインプレーや
珍プレーも多く飛び出しました。

　（４月20日・村体育館）

ミ
ニ
バ
レ
ー
に
歓
声
響
く

　

春
季
大
会
に
17
チ
ー
ム
１
０
０
人
が
参

加
。
優
勝
：
フ
ラ
イ
デ
ー
Ｂ
（
上
椎
葉
）、

２
位：夜
狩
内
Ａ
、３
位：Ｎ
Ｔ
Ｓ（
鹿
野
遊
）

　

甲
斐
ヨ
シ
ノ
さ
ん
（
水
越
）
が
４

月
８
日
で
１
０
０
歳
に
な
ら
れ
ま
し

た
。
１
９
０
８
年
（
明
治
41
年
）
生

ま
れ
の
ヨ
シ
ノ
さ
ん
は
10
人
の
子
ど

も
を
も
う
け
、
孫
が
22
人
、
ひ
孫
が

27
人
、
玄や

し
ゃ
ご孫
が
３
人
い
ま
す
。
現
在

は
病
院
へ
の
通
院
の
た
め
、
日
向
と

椎
葉
を
行
き
来
す
る
生
活
を
し
て
い

ま
す
が
、
健
康
状
態
も
良
く
と
て
も

元
気
。
村
内
最
高
齢
の
鹿
瀬
イ
ワ
さ

ん（
１
０
２
歳
・
平
寿
園
）は
実
の
姉
。

３
人
の
妹
さ
ん
も
ご
健
在
の
、
椎
葉

き
っ
て
の
ご
長
寿
姉
妹
で
す
。

▲明治41年生まれの甲
斐ヨシノさん。村内で
２番目のご長寿です。

▲ご家族の甲斐アイ子さんへ
村長からのお祝いが渡され
ました（４月８日・役場）

▲小学校６校から集まった新入生。新
たな学校生活が始まります

　（４月10日・椎葉中学校）

▲緊張の入園式入場前。でも、お兄
ちゃんが一緒だから大丈夫だよ。

　（４月９日・松尾児童館）

▲かわいい４人の新入生。全校生徒16人で花に囲ま
れ記念撮影　（４月11日・大河内小学校）
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春夏秋冬　まるごと椎葉

春祭り「的
まと

射
い

」
　350年を超え守り続けられてきた、
古枝尾地区と不土野地区の伝統行
事、春祭りの「的射」。五穀豊穣と
無病息災を祈り、神事と「神の的」
射が行われました。また、羽

は

織
おり

・袴
はかま

に正装した弓の腕自慢が集まり、古

竹
の
子
が

土
を
お
し
の
け
頭
を
出
し
て

大
空
め
が
け
て
ぐ
ん
ぐ
ん
伸
び
る

先
輩
竹
に
負
け
な
い
よ
う
に

ぐ
ん
ぐ
ん
ぐ
ん
ぐ
ん
伸
び
て
い
く

ま
っ
す
ぐ
な
竹
や
曲
が
っ
た
竹
や
太
い
竹
や
細
い
竹

い
ろ
ん
な
形
の
竹
さ
ん
ず
ら
り

僕
は
ど
ん
な
竹
に
な
る
の
だ
ろ
う

人
間
や
イ
ノ
シ
シ
に
食
べ
ら
れ
て
し
ま
う
前
に

天
ま
で
高
く
伸
び
て
く
ぞ

「
竹た

け

の
子こ

」

山中シゲ子さんの竹林（桑の木原・４月21日撮影）

式どおりに京ことばと言われる口上
としぐさで、30ｍ離れた的場から直
径43cmの的めがけ、次々と矢を放
ちました。この春祭りや的射は尾向
の各地区でも行われ、神楽や民謡と
同じように、遠い先祖からの民俗文
化遺産として受け継がれています。

（４月20日・不土野地区）
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60
億
以
上
の
人
が
住
む
地
球
。
み

ん
な
が
そ
れ
ぞ
れ
に
違
っ
て
い
る
。

だ
か
ら
す
て
き
な
ん
だ
。
絵
を
通
し

て
肌
、
食
べ
物
、
言
葉
な
ど
の
違
い

を
分
か
り
易
く
伝
え
る
絵
本
で
す
。

出
生　
お
め
で
と
う

　
　

尾
前 

颯そ
う

太た 

く
ん

（
上
椎
葉
下
一
）
和
博
・
ゆ
り 

さ
ん

死
亡　

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

中
竹
ツ
ヤ
コ 

様（
栗
の
尾
）七
十
三
歳

甲
斐　

ア
キ 

様（
岩
屋
戸
中
）八
十
九
歳

中
瀬　

敏
實 

様（
上
椎
葉
下
二
）八
十
一
歳

那
須
イ
セ
ノ 

様（
奥
村
上
）九
十
五
歳

那
須　

道
男 

様（
野
老
ヶ
八
重
）五
十
九
歳

那
須　

タ
カ 

様（
間
柏
原
）八
十
一
歳

濵
砂　

兼
雄 

様（
新
下
松
尾
）七
十
七
歳

香
典
返
し
（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

　

故
人
の
遺
志
を
尊
重
し
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す

尾
前　

賢
了 

様
（
鶴
の
平
）

　
（
故 

尾
前 

新
了 

様
）

椎
葉　

重
幸 

様
（
上
椎
葉
中
一
）

　
（
故 

椎
葉 

マ
ツ
ノ 

様
）

椎
葉
ハ
ツ
エ 

様
（
本
郷
）

　
（
故 

椎
葉 

守 

様
）

中
瀬　

幸
子 

様
（
上
椎
葉
下
二
）

　
（
故 

中
瀬 

敏
實 

様
）

甲
斐　

純
好 

様
（
岩
屋
戸
中
）

　
（
故 

甲
斐 

ア
キ 

様
）

甲
斐　

徹
信 
様
（
奥
村
上
）

　
（
故 

那
須 

イ
セ
ノ 

様
）

那
須　
　

保 

様
（
間
柏
原
）

　
（
故 
那
須 

タ
カ 

様
）

戸
籍
だ
よ
り
（
３
月
分
）

３
日　

予
防
接
種
（
二
種
混
合
）

　
　
　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
座
開
講
式

　
　
　
　
（
大
河
内
）

４
日　

集
合
学
習
（
〜
６
日
・
高
学
年
）

９
日　

子
牛
村
品
評
会
（
那
須
橋
）

10
日　

移
動
消
防
学
校（
村
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

　
　
　

予
防
接
種
（
三
種
混
合
）

中
旬　

お
嫁
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
推
進

協
議
会
総
会

　
　
　

農
業
者
年
金
受
給
者
協
議
会
総
会

11
日　

中
学
校
２
校
間
集
合
学
習

12
日　

６
月
定
例
議
会
（
〜
13
日
）

　
　
　

集
合
学
習
（
〜
13
日
・
低
学
年
）

14
日　

郡
南
中
学
校
総
合
体
育
大
会

　
　
　

県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
祭

　
　
　
　
（
〜
15
日
・
宮
崎
市
他
）

15
日　

村
内
一
斉
清
掃

　
　
　

家
庭
の
日（
毎
月
第
３
日
曜
日
）

17
日　

予
防
接
種
（
Ｍ
Ｒ
）

18
日　

草
川
小
交
流
椎
葉

　
　
　
　
（
〜
20
日
・
村
内
）

20
日　

郡
南
中
学
校
総
合
体
育
大
会

　
　
　
　
（
陸
上
）

下
旬　

村
漁
業
協
同
組
合
総
会

22
日　

体
力
づ
く
り
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

24
日　

妊
婦
・
乳
児
相
談
、
乳
児
健
診

　
　
　

予
防
接
種
（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
Ｍ
Ｒ
）

26
日　

集
合
学
習
（
〜
27
日
・
中
学
年
）

30
日　

子
牛
郡
共
進
会
（
延
岡
市
）

６
月
の
主
な
行
事
と

お
知
ら
せ

おすすめの１冊
　

夜
空
を
見
上
げ
て
み
て
く
だ
さ

い
。椎
葉
の
星
空
は
き
れ
い
で
す
よ
。

こ
の
本
は
、
ネ
オ
ン
が
ま
ぶ
し
い
東

京
で
楽
し
む
、
ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
の
フ
ォ
ト
エ
ッ
セ
イ
集
で
す
。

BOOK  CORNER
開発センター
■問い合わせ先
　教育委員会
　☎0982−67−2850

図書室だより

『
せ
か
い
の
ひ
と
び
と
』　
　
（
評
論
社
）

著 

／ 

ピ
ー
タ
ー
・
ス
ピ
ア
ー

訳 

／ 

松
川 

真
弓

大河内小５年

平
ひら

井
い

 優
ゆ

衣
い

 さん

　

一
つ
の
原
子
爆
弾
が
ナ
ガ
サ
キ
を

お
そ
っ
た
。
炎
の
中
を
に
げ
ま
ど
う

人
々
の
す
が
た
に
い
つ
も
む
ね
が
苦

し
く
な
り
ま
す
。
平
和
な
世
界
へ
。

『
あ
の
夏
の
日
』

絵
・
文 

／ 

葉 

祥
明
（
自
由
国
民
社
）

大河内小教諭

神
かみ

井
い

 律
りつ

代
よ

 さん

　

息
子
が
産
ま
れ
て
間
も
な
い
頃
に

出
会
っ
た
本
。
子
ど
も
の
心
の
成
長

の
過
程
が
分
か
り
易
く
書
か
れ
て
い

ま
す
。
優
し
さ
あ
ふ
れ
る
一
冊
で
す
。

『
子
ど
も
へ
の
ま
な
ざ
し
』

著 

／ 
佐
々
木 

正
美
※
児
童
精
神
科
医

（
福
音
館
書
店
）

大河内小学校

『
東
京
星
空
散
歩
』　
　
（
中
央
公
論
新
社
）

著 

／ 

林　

完
次
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自
然
を
愛
し
、
酒
を
愛
し
た
歌
人
・
若

山
牧
水
の
短
歌
は
「
あ
く
が
れ
（
思
い
こ

が
れ
る
）」
の
文
学
と
も
言
わ
れ
、
旅
の

中
で
出
会
う
見
知
ら
ぬ
人
や
自
然
に
あ
く

が
れ
、
そ
の
出
会
い
の
中
で
歌
を
詠
む
自

然
派
の
歌
人
で
し
た
。

　

山
々
の
新
緑
が
映
え
、
風
が
薫
る
美
し

い
こ
の
季
節
に
、
そ
ん
な
牧
水
を
育
ん
だ

東
郷
で
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
！　

地
元
の
方
々
に
よ
る
心
か
ら

の
お
も
て
な
し
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日　

５
月
25
日
（
日
）

　

受
付
開
始
８
時
30
分
（
９
時
開
会
）

■
会
場　

日
向
市
東
郷
町
坪
谷
牧
水
公
園

■
ス
タ
ー
ト　
①
10
キ
ロ
の
部　
９
時
30
分

　
　
　
　
　
　

②
５
キ
ロ
の
部　
９
時
45
分

■
参
加
料　

１
０
０
円
（
傷
害
保
険
料
）

■
申
込
方
法　

５
月
16
日
（
金
）
ま
で
に

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

※
当
日
申
込
み
も
受
け
付
け
ま
す
。

「
２
０
０
８
牧
水
ウ
ォ
ー
ク
」

日
向
入
郷
広
域
情
報

日
向
中
（
東
１
）

俳
句
募
集
＝ 

ど
な
た
で
も
投
句
で
き
ま
す
。
毎
月
10
日
ま
で
に
気
軽
に
総
務
課
へ
送
っ
て

く
だ
さ
い
。（
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

し
い
ば
俳
句
会

選
評
・
角　

光
雄
先
生
（
あ
じ
ろ
主
宰
）

《
特
選
》

春
日
傘
上
げ
て
フ
ェ
リ
ー
見
送
れ
り	

中
瀬　
　

汀

［
評
］
日
向
と
阪
神
間
を
結
ぶ
フ
ェ
リ
ー
か
。
白
い
巨
船
を
見
送
る
風
景
。
思
い
を

「
春
日
傘
」
に
籠
め
た
。
岸
壁
に
集
ま
っ
た
人
達
の
中
で
、
誰
よ
り
も
高
く

上
げ
て
、
別
れ
を
惜
し
む
気
持
を
表
現
し
て
い
る
の
だ
。

吹
く
風
の
や
さ
し
く
な
り
ぬ
利
休
の
忌	

山
本　

和
枝

［
評
］
茶
人
の
千
利
休
の
忌
日
。
利
休
は
茶
道
を
完
成
さ
せ
た
功
績
は
大
き
い
が
、

切
腹
で
生
涯
を
閉
じ
た
人
で
あ
っ
た
。
逝
去
は
、
旧
暦
二
月
二
八
日
で
、
風

が
や
さ
し
く
感
じ
る
頃
。

流や

ぶ

さ

め

鏑
馬
の
ま
た
的
を
射
る
氏
子
達	

那
須　

瑞
穂

［
評
］
馬
に
乗
っ
て
走
り
な
が
ら
鏑

か
ぶ
ら

矢や

を
放
つ
神
事
。
京
都
上
賀
茂
の
社
前
（
五
月
）

が
有
名
。
掲
句
は
、
作
者
見
知
り
の
若
い
氏
子
が
的
を
射
た
こ
と
を
讃
え
て

い
る
。

《
入
選
》

こ
も
ご
も
に
出
合
と
別
れ
山
桜

黒
木
八
重
子

花
の
川
カ
ヌ
ー
の
人
へ
手
を
振
り
て

小
丸
川
河
童

閂
を
は
ず
せ
ば
春
野
牛
駆
け
る

那
須　
　

正

春

の

風

鳶

と

烏

喧

嘩

し

て

椎
葉
シ
ヅ
子

今
日
よ
り
は
明
日
へ
つ
つ
じ
の
膨
ら
め
る

椎
葉
ツ
ユ
子

さ
く
ら
咲
く
下
へ
集
ま
り
写
真
と
る

椎
葉　
　

満

春
め
い
て
野
菜
の
色
に
元
気
も
ら
う

椎
葉
ト
キ
エ

春
夕
焼
牧
場
の
影
の
深
ま
り
て

小
八
重
知
津
子

大
枝
の
さ
く
ら
ゆ
ら
ゆ
ら
里
の
春

山
茶　

久
実

編
集
後
記

　

春
に
咲
く
た
く
さ
ん
の
花
。
卒
業
式
や
入
学

式
に
合
わ
せ
、
各
学
校
ど
こ
へ
行
っ
て
も
き
れ

い
に
手
入
れ
さ
れ
て
い
ま
す
。
澄
み
き
っ
た
青

空
の
下
、
や
わ
ら
か
な
春
の
日
射
し
に
照
ら
さ

れ
た
色
と
り
ど
り
の
花
。
カ
メ
ラ
の
フ
ァ
イ
ン

ダ
ー
ご
し
に
写
し
出
さ
れ
る
世
界
を
い
つ
も
以

上
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
日
々
の
忙
し
さ
も

忘
れ
、
と
て
も
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

花
を
大
事
に
育
て
て
い
る
み
な
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

日
々
の
忙
し
さ
も･･･

。
し
ま
っ
た
。
気
が
つ

け
ば
月
末
、
広
報
原
稿
締
め
切
り
日
。
春
は
こ

こ
に
も
来
て
た
の
か
！　
　
　
　
　
　

  

（
リ
キ
）

E
d

ito
r's C

o
m

m
en

t

今月の表紙  Cover Message
　

松
尾
地
区
（
水
越
）
の
「
信
夫
の
里
」

に
は
、
今
年
も
た
く
さ
ん
の
方
が
訪
れ

ま
し
た
。
こ
こ
は
名
古
屋
市
在
住
の
高

柳
信
夫
さ
ん
所
有
の
花
公
園
で
、
同
地

区
の
椎
葉
亀
則
さ
ん
が
管
理
し
、
25
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
土
地
に
、
桜
や
ツ
ツ
ジ
や
モ

ミ
ジ
が
合
わ
せ
て
１
万
５
千
本
、
ス
イ
セ

ン
が
10
万
３
千
株
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

マ
ナ
ー
を
守
っ

て
い
た
だ
け
る

方
は
自
由
に
見

学
で
き
る
と
の

こ
と
。
来
年
は

ぜ
ひ
、
お
花
見

に
出
か
け
て
み

て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

「
信し

の

夫ぶ

の
里
」

情
報
は
こ
ち
ら
ま
で
！

　

み
な
さ
ん
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
ご
意
見
、
ご
感
想
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

※「
広
報
し
い
ば
」
の
定
期
購
読
申
し
込
み
も

　

こ
ち
ら
ま
で
。

〒
８
８
３

−

１
６
０
１

宮
崎
県
東
臼
杵
郡
椎
葉
村
大
字
下
福
良
１
７
４
７−

２
０

椎
葉
村
役
場 

総
務
課
「
広
報
し
い
ば
」
係

電　

話
：（
０
９
８
２
）
６
７

−

３
２
０
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
：（
０
９
８
２
）
６
７

−

２
８
２
５

■申込及び問合せ先
　牧水ウォーク実行委員会事務局

（日向市観光協会内）
　　☎０９８２−５５−０２３５
　　０９８２−５５−１７３９
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　スイカズラ科タニウツギ属。５月中頃から入梅の
６月中旬、村内の道路沿いや林縁の開けた明るい場
所に白と紅の花をそれぞれ咲かせた樹高３〜４ｍ、
直径６〜 10㎝程の落葉低木が見られます。これが
本村では単にウツギと呼ばれるツクシヤブウツギ
で、幹や枝の内部が中空なのでウツギ（空木）の名
が付いています。九州と四国に分布し、特に九州に
多いので九州の古名筑

つく

紫
し

の野にあるウツギが和名の
由来になっています。葉は長さ15 〜 20㎝、幅３〜
５cmと大型で対生し、両面には褐色毛が密布しま
す。径２㎝、長さ３〜４㎝のロート状花が新枝に開
花し、はじめは白色ですが後に赤変して落花します
ので花の終わりの時期には樹下一面に紅花が敷き詰
められます。長さ３㎝、径３㎜程の細長い果実を着
けます。道路の法面など攪乱された場所に最初に侵
入、定着するパイオニア的樹木です。

（九州大学宮崎演習林　内海 泰弘・井上 晋）

ツクシヤブウツギ
67

未来にはばたけ！

那須 美
み

月
づき

 ちゃん
（十根川）

平成18年５月１日生まれ

おとうさん：利美 さん
おかあさん：佐知加 さん

いつもニコニコ(^o^)笑顔のすて
きな美月ちゃん。その笑顔でみん
なのハートをがっちりつかんで！！

椎葉 美
み

月
づき

 ちゃん
（不土野上）

平成18年３月17日生まれ

おとうさん：誠二 さん
おかあさん：香奈 さん

動物が大好きで、毎日牛や犬と
元気に遊んでいます。心の優し
い女の子に育って欲しいです。

Face in　May

（
21
歳
・
上
椎
葉
下
２
）

勤
務
先
：
甲
斐
写
真
館

趣　

味
：
お
菓
子
作
り

　東京で写真を学び、この春椎葉に帰って来ました。現
在、婚礼の写真や集合写真などを撮っています。椎葉の
方々は温かく、いつも笑顔で撮影するのが楽しいです。
私も皆様に負けないぐらいの笑顔で頑張りますので、よ
ろしくお願いします。

松尾「松
し ょ う

寿
じ ゅ

会
か い

」

　松尾の畑
こば

鳥の巣公会堂を拠点に活動を行う老人クラブ「松
しょうじゅかい

寿会」。会
員数は21人。３月には地区の人も集まり、会員の白寿の祝いをしました。
毎月行う内容盛り沢山の「いきいきサロン」が楽しみな、いつも笑い
の絶えない集まりです。

甲
斐 

春は
る

香か 

さ
ん

那須 チョウ さん（99歳）
◎このコーナーでは、職場・各種グループ・スポーツサークルなどを紹介し、“笑顔の輪”を広げていきます。

笑顔のわ❹
  老人クラブ

白
寿
の

祝
い
を
し
て

も
ろ
た
よ
！


